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本日の内容

• 国土交通省ハザードマップポータルサイトの概要

– 重ねるハザードマップの洪水浸水想定区域や土砂災害警戒
区域をタイルデータとして配信

• 配信データの入手方法

• 重ねるハザードマップの洪水浸水想定区域

• 重ねるハザードマップの土砂災害警戒区域

• 配信データの活用促進
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はじめに
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平成３０年７月豪雨による水害・土砂災害からの避難に関するワーキンググループ（第１回資料抜粋）

○ 平成３０年７月豪雨では、行政等から災害リスクや防災情報の多種多様な情報が事前に提供・発信されていたものの甚
大な人的被害が発生

○ 住民が自ら判断し自発的に避難することを促すための対策の強化が必要
「平成３０年７月豪雨による水害・土砂災害からの避難に関するワーキンググループ（第１回 資料４ワーキンググループで検討すべき論点（案））」より抜粋



国土交通省ハザードマップポータルサイトの概要
〇 災害から命を守るためには、身のまわりにどんな災害が起きる危険性があるのか、どこへ避難すればよいのか、事前に備えておく
ことが重要。

○ 国土地理院では、防災に役立つ様々なリスク情報や全国の市町村が作成したハザードマップを、より便利により簡単に活用
できるようにするため、ハザードマップポータルサイトを公開中（主なコンテンツは下図の通り）。

○ 重ねるハザードマップの洪水浸水想定区域や土砂災害警戒区域をタイルデータとして提供を実施。
（他のリスク情報の提供や機械判読可能な形式（ベクトルタイル）で提供するための検討を実施中）

国土交通省ハザードマップポータルサイトhttps://disaportal.gsi.go.jp/ 検 索ハザードマップ

わがまちハザードマップ重ねるハザードマップ （平成19年4月～）（平成26年6月～）

全国各市町村のハザードマップを検索防災に役立つ様々なリスク情報を１つの地図上に重ねて表示

洪水ハザードマップ

土砂災害ハザードマップ

①市区町村名を選択
津波ハザードマップ

高潮ハザードマップ

火山防災マップ

②ハザードマップの
種類を選択

洪水浸水想定

土砂災害警戒区域等

津波浸水想定

ピクトグラム
から選択

洪水浸水想定＋津波浸水想定

重ねたい情報を
パネルから選択

災害リスク情報をオープンデータで提供



配信データの入手方法
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データの利用方法

各データのURLが
掲載されていますトップページの「関連情報」から

「データ配信について」をクリック

重ねるハザードマップから配信されているデータ

アプリ開発による災害リスク情報（オープンデータ）の利活用イメージ

洪水浸水想定区域 土砂災害警戒区域

各データのURLからリアルタイムに読み込み、アプリ等でご利用いただけます。

重ねるハザードマップで閲覧できるタイルデータ（PNG形式）を配信しています



重ねるハザードマップの洪水浸水想定区域
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複数の市町村・流域（河川）にまたがって、シームレスな閲覧が可能

江戸川

荒川

シームレス
表示

江戸川の浸水想定区域図荒川の浸水想定区域図

想定最大規模の洪水浸水想定区域（国管理河川）をタイルデータとして提供を実施

重ねるハザードマップでの表示



重ねるハザードマップの土砂災害警戒区域
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土砂災害警戒区域（急傾斜地の崩壊、土石流、地すべり）をシームレスな閲覧が可能

急傾斜地の崩壊

土石流

地すべり 土砂災害警戒区域をタイルデータとして提供を実施

重ねるハザードマップでの表示



配信データの活用促進
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活用事例集のイメージ

災害リスク情報の活用事例集を作成・周知（～３月）

災害リスク情報の活用推進のため、重ねるハ
ザードマップから配信される情報をはじめとした災
害リスク情報を有効に活用している事例を収集
し、事例集の作成・周知を実施する。

【掲載する事例（案）】
重ねるハザードマップから配信される情報をはじ
めとした災害リスク情報を有効に活用した事例

重ねるハザードマップから配信される災害リスク情報を
活用した事例（アプリ、サイト等）がありましたら情報
提供をお願いいたします！

【連絡先】 gsi-portal@ml.mlit.go.jp

災害リスク情報の活用事例集（仮）


